
、
 

毎

号
と
じこ
ん
でく
だ
さい
o
 
き
っ

と
お役
に
立ち
ま
す
o
 

戸
 か

ー
ご
め
 

か
ご
め
 

《
 

昨
日
ま
で
の
雨
が
止
み
、
今
日
は
、
ど
こ
ま
で
も
続
く
ま
っ
青
な

空
。
早
速
外
へ
飛
び
出
した
、
き
よ
み
愛
育園
の
園
児
達
。ト
ン
ボ

を
追
う
子
、
ボ
ー
ル
遊
び
を
す
る
子
、と
、み
ん
な
は
汗
び
っ
し
ょ
り
。
 

「外
で
遊
べ
る
の
も
、今
年
は
今
日
で
終
わ
り
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
」
 

と
先
生
。
津
軽
野
は
間
も
な
く
雪
ー
。
 

10月29日現在（ ）内は前回比、男23,675 (-4）女26,292 (+12）計49,967 (+ 8） 世帯16,784 (+ 3) 

ンンボルマーク 平成5年 

薫勲驚騒Na795 「旦吉世周 
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|人口と世帯|

10月29日現在 ( 女 26，292(+ 12) )内は前回比、男 23，675(-4) 

毎
日
可
と
じ
こ
ん
で
く
だ
さ
い
。
き
っ
と
お
役
に
立
ち
ま
す
。

β
 か

l
ご
め

か
ご
め

昨
日
ま
で
の
雨
が
止
み
、
今
日
は
、
ど
こ
ま
で
も
続
く
ま
っ
青
な

空
。
早
速
外
へ
飛
び
出
し
た
、
き
よ
み
愛
育
園
の
園
児
達
。
ト
ン
ボ

を
追
う
子
、
ボ
ー
ル
遊
び
を
す
る
子
、
と
、
み
ん
な
は
汗
び
っ
し
ょ
り
。

「外
で
遊
べ
る
の
も
、
今
年
は
今
日
で
終
わ
り
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
」

と
先
生
。
津
軽
野
は
間
も
な
く
雪
|
。
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A敏
 

敏
 

嘩
 

噂
 

目 露 

市褒賞表彰 

昭
 
夫
氏
 

「
六
十
四
歳
）
 

市
内
松
島
町
ニ
丁
目
八
〇
 

文
化
の
日
の
十
一
月
三
日
、
市
の
文
化
・
教
育

・
市
政
発
展
等
に

特
に
優
れ
た
功
績
を
表
わ
し
た
方
を
表
彰
す
る
、
平
成
五
年
度
市
文

化
褒
賞

・
市
褒
賞
の
表
彰
式
が
市
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

式
典
に
は
、
受
賞
者
を
は
じ
め
、
佐
々
木
市
長
、
褒
賞
推
薦
委
員
、
 

来
賓
な
ど
、
約
百
人
が
出
席
し
ま
し
た
り
 

今
年
は
、
芸
術
・
教
育
の
振
興
発
展
に
功
績
の
あ
っ
た
、
市
文
化

褒
賞
受
賞
者
は
一
一人
、
産
業

・
経
済
・
社
会
奉
仕
・
市
政
発
展
に
功

績
の
あ
っ
た
市
褒
賞
受
賞
者
は
三
人
、
内
助
功
労
章
が
三
人
と
、
八

人
の
受
賞
者
と
な
り
ま
し
た
。
 

表
彰

を
受
け
ら
れ
た
方
々
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
）
 

市
文

化
凍
奪
貝
 

 

 

ー一 ーー ーーー～ 一」 

協
笹
 

永
年
に
わ
た
り
、
教
育
の
充
実
発
展
に
寄
与
さ
れ
る
と
と
も
に
、
 

昭
和
二
十
八
年
七
月
、
五
所
川
原
合
唱
団
を
結
成
以
来
今
日
ま
で
、
 

四
十
年
間
に
わ
た
り
団
長
と
し
て
団
員
を
指
導
し
、
実
力
実
績
と
も

に
国
内
有
数
の
合
唱
団
に
育
て
あ
げ
、
本
市
の
文
化
の
振
興
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。
 

（
内助
功
労
章
 
恵
子
さ
ん
）
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文
化
の
日
の
十
一
月
三
日
、
市
の
文
化
・
教
育
・
市
政
発
展
等
に

特
に
優
れ
た
功
績
を
表
わ
し
た
方
を
表
彰
す
る
、
平
成
五
年
度
市
文

化
褒
賞
・
市
褒
賞
の
表
彰
式
が
市
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
に
は
、
受
賞
者
を
は
じ
め
、
佐
々
木
市
長
、
褒
賞
推
薦
委
員
、

来
賓
な
ど
、
約
百
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

今
年
は
、
芸
術
・
教
育
の
振
興
発
展
に
功
績
の
あ
っ
た
、
市
文
化

褒
賞
受
賞
者
は
二
人
、
産
業
・
経
済
・
社
会
奉
仕
・
市
政
発
展
に
功

績
の
あ
っ
た
市
褒
賞
受
賞
者
は
三
人
、
内
助
功
労
章
が
三
人
と
、
八

人
の
受
賞
者
と
な
り
ま
し
た
。

(表
彰
を
受
け
ら
れ
た
方
々
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
)

市
文
化
褒
賞

笹

昭

夫
氏

(六
十
四
歳
)

市
内
松
島
町
二
丁
目
八
O

永
年
に
わ
た
り
、
教
育
の
充
実
発
展
に
寄
与
さ
れ
る
と
と
も
に
、

昭
和
二
十
八
年
七
月
、
五
所
川
原
合
唱
同
を
結
成
以
来
今
日
ま
で
、

同
十
年
間
に
わ
た
り
団
長
と
し
て
団
員
を
指
導
し
、
実
力
実
績
と
も

に
圏
内
有
数
の
合
明
団
に
育
て
あ
げ
、
本
市
の
文
化
の
振
興
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

(内
助
功
労
章

恵
子
さ
ん
)
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川
 
浪
 
直
治
氏
 

（
八十
四
歳
）
 

市
内
大
字
藻
川
字
村
崎
 

五
五
五
ー
一
 

永
年
に
わ
た
り
、
子
弟
の
教
育
と
後
進
の
指
導
に
尽
力
さ
れ
る
と

と
も
に
、
市
議
会
議
長
を
務
め
る
な
ど
、
六
期
二
十
二
年
間
に
わ
た

り
市
議
会
議
員
と
し
て
、
学
校
建
設
を
は
じ
め
、
多
く
の
市
政
の
課

題
に
積
極
的
に
取
り
組
み
地
方
自
治
の
振
興
と
市
勢
の
伸
展
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。
 

粛
藤
忠
 
作

氏
 

（
八
十
九歳
）
 

弘
前
市
大
字
小
人
町
「
T
五
 

永
年
に
わ
た
り
、
教
育
に
情
熱
を
注
ぎ
、
知
・
徳

・
体
の
調
和
の

と
れ
た
子
供
達
の
育
成
に
、
優
れ
た
実
績
を
あ
げ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
 

昭
和
十
九
年
八
月
か
ら
昭
和
二
十
年
八
月
ま
で
、
五
所
川
原
町
助
役

と
し
て
、
大
火
に
よ
り
焦
土
と
化
し
た
町
の
復
興
に
尽
力
さ
れ
る
な

ど
、
民
生
の
安
定
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
 

（内
助
功
労
章
 
す
を
り
さ
ん
）
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織
 
野
 

正
氏
 

（
七
十七
歳
）
 

市
内
敷
島
町
九
 

早
く
か
ら
ビ
デ
ォ
撮
影
に
精
力
的
に
取
り
組
み
、
毎
年
制
作
さ
れ

た
貴
重
な
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
を
市
に
寄
贈
さ
れ
る
と
と
も
に
、
 「よ
う

こ
そ
五
所
川
原
へ
」
 
「日
本
虫
お
く
り
の
里
」
 
「ふ
る
さ
と
の
詩
」
 

等
沢
山
の
秀
作
を
制
作
発
表
し
、
多
く
の
人
々
に
本
市
の
持
つ
素
晴

ら
し
さ
を
再
認
識
さ
せ
、本
市
の
文
化
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
 

（内
助
功
労
章
 
ト
ミ
エ
さ
ん
）
 

市
内
稲
実
字
開
野
ニ
一
九ー
一
 

一
〇
六歳
の
、
ニ
カ
年
連
続
県
内
最
高
齢
者
と
し
て
、
明
治
、
大

正
、
昭
和
、
平
成
の
激
動
の
歴
史
を生
き
抜
き
、
永
い
生
涯
を
、
健

康
で
生
き
が
い
の
あ
る
暮
ら
し
を
し
た
い
と
い
う
、
多
く
の
市
民
に

夢
と
希
望
を
与
え
ま
し
た
。
 

市
 
凍
券
 

‘ 	 ーー～~ 

・告・ 
貝 

• 

野

正
氏

織

(七
十
七
歳
)

市
内
敷
島
町
九

早
く
か
ら
ピ
デ
オ
撮
影
に
精
力
的
に
取
り
組
み
、
毎
年
制
作
さ
れ

た
貴
重
な
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
を
市
に
寄
贈
さ
れ
る
と
と
も
に
、
「
ょ
う

こ
そ
五
所
川
原
へ
」
「
日
本
虫
お
く
り
の
里
」
「
ふ
る
さ
と
の
詩
」

等
沢
山
の
秀
作
を
制
作
発
表
し
、
多
く
の
人
々
に
本
市
の
持
つ
素
晴

ら
し
さ
を
再
認
識
さ
せ
、
本
市
の
文
化
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

(内
助
功
労
章
ト
ミ
エ
さ
ん
)

市

模
-:IX. 

骨
貝藤

か

よ
氏

(故
)

加市
内
稲
実
字
開
野
二
一
九
l

一

O
六
歳
の
、
一

一ヵ
年
連
続
県
内
最
高
齢
者
と
し
て
、
明
治
、
大

正
、
昭
和
、
平
成
の
激
動
の
歴
史
を
生
き
抜
き
、
永
い
生
涯
を
、
健

康
で
生
き
が
い
の
あ
る
暮
ら
し
を
し
た
い
と
い
う
、
多
く
の
市
民
に

夢
と
希
望
を
与
え
ま
し
た
。

浪

直

治
氏

JII 

(八
十
四
歳
)

市
内
大
字
藻
川
字
村
崎

五
五
五

l
一

永
年
に
わ
た
り
、
子
弟
の
教
育
と
後
進
の
指
導
に
尽
力
さ
れ
る
と

と
も
に
、
市
議
会
議
長
を
務
め
る
な
ど
、
六
期
二
十
二
年
間
に
わ
た

り
市
議
会
議
員
と
し
て
、
学
校
建
設
を
は
じ
め
、
多
く
の
市
政
の
課

題
に
積
極
的
に
取
り
組
み
地
方
自
治
の
振
興
と
市
勢
の
伸
展
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

藤

忠

作
氏

粛

(八
十
九
歳
)

弘
前
市
大
字
小
人
町
三

l
五

永
年
に
わ
た
り
、
教
育
に
情
熱
を
注
ぎ
、
知

・
徳

・
体
の
調
和
の

と
れ
た
子
供
達
の
育
成
に
、
優
れ
た
実
績
を
あ
げ
ら
れ
る
と
と
も
に
、

昭
和
十
九
年
八
月
か
ら
昭
和
二
十
年
八
月
ま
で
、
五
所
川
原
町
助
役

と
し
て
、
大
火
に
よ
り
焦
土
と
化
し
た
町
の
復
興
に
尽
力
さ
れ
る
な

ど
、
民
生
の
安
定
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

(内
助
功
労
章

平成5勾11月15日

す
を
り
さ
ん
)
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＠
教
育
振
興
会
へ
 

〇
茶
道
遠
州
会
五
所
川
原
支
部

（渋
谷
宗
松
〈
と
く
〉
代
表
）
廿
チ
 

ャ
リ
テ
ィ
茶
会
益
金
四
万
五
千
五
十
九
円
。
 

⑥
社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

〇
山
谷
石
蔵
氏

（川
端
町
五
三
）
廿
十
万
円
。
 

⑥
市
へ
 

〇
東
北
電
力
岡
五
所
川
原
営
業
所

（藤
田
亮
平
所
長
）
廿
自
動
点
滅
 

器
五
十
基
。
 

,
 

匡意の花かの 

日
誌
目
駒
が
］
冒
罵
ー
⑨
 

第
十
回
ご
し
ょが
わ
ら
産
業
ま
つ
り
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市
民
体
育
館
を
会
場
に
、
十
月

三
十
日
、
三
十

一
日
の
二
日
間
開

催
さ
れ
た
 
「第
十
回
ご
し
ょ
が
わ
 

ら
産
業
ま
つ
り
」
 
は
、新
鮮
な
野

菜
や
果
物
が
出
品
さ
れ
、
大
勢
の

市
民
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
 

今
年
は
水
稲
は
不
作
で
し
た
が
、
 

り
ん
ご
や
野
菜
は
立
派
な
も
の
が

出
品
さ
れ
、
最
終
日
e
三
十
一
日

に
は
農
林
産
物
の
表
彰
が
行
わ
れ
、
 

次
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
 

鯛
優
秀
嵐
 

果
物
 
勺
ん
ご
）
廿
工
藤
岩
光
（
高
 
 

野
）
 
・斉
藤
由
雄

一
神
山）
 

野
菜
（
ト
マ
ト
）
廿
堀
内
重
成
（
高
 

野
）
（
にん
に
く
）
廿
今
伸
寿

（
中
 

白
水
）
 

金
 
賞
一
 

果
物
（
り
ん
ご）
廿
大
坂
金
助
（
前

田
野
目
）
・
三
上
ナ
ヲ
（
俵
元）

・

長
尾
秀
子
（
松
野
木
）
 

野
菜
（
ト
マ
ト
）
廿
秋
元
春
樹

（
浅

井
）
 
（キ
ャ
ベ
ツ
）
廿
奈
良
良
子

宙

川
）
（
い
ん
げん
）
廿
今
ち
よ

み
（
中
泉
）
・
石
岡
英
子
（
福
山
）
 

（輪
菊
）
廿
長
尾
信
彦
（
川
山
）
 
 

と
ぶ
よ
う
な
売
れ
ゆ
き
 

第

一
回
 

働
く
婦
人

の
家
 

利
用
者
発
表
会
 

十
一
月
ニ
十
七
日
、
ニ
十
八
日
 

心
の
豊
か
さ
と
ゆ
と
り
を
求
め
い

こ
れ
ま
で
、
各
種
講
座
や
サ
ー
魚

ル
活
動
で
学
ん
だ
作
品
と
技
芸
を

J
 

展
示
発
表
し
ま
す
。
 

作
品
展
示
…
生
花
、
手
芸
、
書
道

！ノ
レ
ン
ヂ
フ
ラ
ワ
ー
、
俳
句

舞
台
発
表

・
・・
 

T
L
目
m
午
後
 
時
五
ト分

ー
 

3
B体
操
・民
族
舞踊
・ス
ト
レ
ノチ
体
操

二
十
八
日
午
前
十
一
時
ー
 

大
正
琴

・
H
本
舞
踊
 

記
念
講
演
…
演
題
「
最
近
に
み
る

女
性
の
生
き
方
」
 
労
働
省
青
森

県
婦
人
少
年
室
長
 
安
保
和
子
氏

日
時
 
平
成
五
年
十
，
月
一F
七
目

田
午
後
一
時
ー
 

場
所
 
互
所
川
原
市
働
く
婦
人
の
家
 

（費
三
五

ー
八
八
九
八
）
 

俳
 
句
 

津
軽
鉄
道
 
水
車
吟
社
 

凶
作
田
万
骨
枯
れ
た
る
音
残
し
 

内
山
 
涛
村
 

水
口
の
幣
も
破
れ
し
不
作
の
田
 

坂
田
 
雑
人
 

肩
欠
け
る
岩
木
山
の
裾
か
ら
稔
ら

ぬ
田
 

山
内
 
清
祐
 

実
ら
ず
に
雀
も
寄
ら
ぬ
凶
作
田
 

小
野
 
雪
村
 

松
茸
や
尻
に
手
あ
り
手
を
取
ら
れ
 

三
和
 
千
寄
 

出
稼
ぎ
て
雨
に
う
た
れ
し
乱
れ
萩
 

渋
谷
 
房
子
 

凶
作
や
神
の
気
ま
ぐ
れ
恨
め
し
く
 

大
屋
久
美
子
 

言
葉
な
く
刈
り
取
り
散
ら
す
不
作

田
 

工
藤
 
暁
村
 

凶
作
の
見
舞
を
告
げ
る
娘
の
便
り
 

高
橋
 
鉄
輪
 

ひ
な
 

つ
な
み
 

萩
散
る
や
郡
に
海
帰
の
城
の
鉦
 

工
藤
 
仙
峯
 

黍
団
子
母
の
在
り
し
日
思
う
こ
と
 

敦
賀
 
栢
村
 

山
り
ん
ご
ル
ビ
ー
の
如
く
艶
や
か

し
 

鈴
木
 
畔
村
 

黄
落
の
運
命
輪
音
の
流
れ
星
 

三
和
 
算
村
 

立派なりんごが並びました 

a
n
u日
u
mw
拶

昌

E
1
@

第
十
回
ご
し
ょ
が
わ
ら
産
業
ま
つ
り

市
民
体
育
館
を
会
場
に
、
卜
月

三
卜
円
、

三
卜

一
円
の
二
日
間
開

催
さ
れ
た
「
第
卜
回
ご
し
ょ
が
わ

ら
産
業
ま
つ
り
」
は
、
新
鮮
な
野

菜
や
果
物
が
出
品
さ
れ
、
大
勢
の

市
民
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

今
年
は
水
稲
は
不
作
で
し
た
が
、

り
ん
ご
や
野
菜
は
立
派
な
も
の
が

出
品
さ
れ
、
最
終
円
の
三
十

一
日

に
は
農
林
産
物
の
友
彰
が
行
わ
れ
、

次
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

面
倒
閣
哩

果
物

(り
ん
ご
)
H
H
工
藤
岩
光
(一
向

巳二二通野
)

・
斉
藤
由
雄

(神
山
)

野
菜

(ト
マ
ト

)
H堀
内
重
成
(
高

野
)
(
に
ん
に
く
)
l
A
7
伸
寿

(中

泉
)囚

門
閣
〕

果
物

(り
ん
ご

)
l大
坂
金
助
(
前

田
野
目
)
・
三
上
ナ
ヲ

(俵
一冗
)
・

長
尾
秀
子

(松
野
木
)

野
菜

(ト
マ
ト
)
H
H
秋
元
春
樹
(
浅

井
)

(
キ
ャ
ベ
ツ

)
H奈
良
良
子

(田
川
)
(
い
ん
げ
ん
)
H
H
A
7
ち
よ

み
(
中
泉
)

・
石
岡
英
子
(
福
山
)

(輪
菊
)

H

H
長
尾
信
彦
(
川
山
)

立派なりんごが並びました

)1) 

編制圃鴎

と
ぶ
よ
う
な
売
れ
ゆ
き

第
二
回

働
く
婦
人
の
家

利
用
者
発
表
会

十
一
月
二
十
七
日

1
二
十
八
日

心
の
登
か
さ
と
ゆ
と
り
を
求
め
、

こ
れ
ま
で
、
各
種
講
座
や
サ
ー
ク

ル
活
動
で
学
ん
だ
作
品
と
技
芸
を

展
示
発
表
し
ま
す
。

作
品
展
示
:
・
生
花
、
手
官
官
、
議
道

ア
レ
ン
ヂ
フ
ラ
ワ
ー
、
俳
句

舞
台
発
表
・
・・

二
十
七

uω
午
後

一
時
五
十
分
i

3
8体
操
・民
族
舞
踊
・ス
ト
レ
y
千
体
操

二
十
八
川
口
午
前
十
一
時
1

大
正
揮
す

・円
本
舞
踊

記
念
講
演
・
:
演
題
「
最
近
に
み
る

女
性
の
生
き
方
」
労
働
省
青
森

県
婦
人
少
年
室
長
安
保
利
子
氏

自
時

平
成
五
年
十

一
月
二
十
七
日

ω午
後
一
時
l

場
所

.4
所
川
原
市
働
く
財
人
の
家

(
宮
一一一
五
l

八
八
九
八
)

二
」
一

一
、ιl
-

一万一
一花一

一の一
一音山一

一
差
口
一

@
教
育
振
興
会
へ

O
茶
道
遠
州
会
五
所
川
原
支
部

(渋
谷
宗
松

〈と
く
〉

ャ
リ
テ
ィ
茶
会
益
金
四
万
五
千
五
十
九
円
。

@
社
会
福
祉
協
議
会
へ

O
山
谷
石
蔵
氏

(川
端
町
五
三
)
リ
十
万
円
。

@
市
へ

O
東
北
電
力
側
五
所
川
原
営
業
所

器
五
十
基
。

代
表
)
11 

チ

(藤
田
亮
平
所
長
)
H
H
自
動
点
滅

4 

ヨE
白面
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津
軽
鉄
道

水
車
吟
社

凶
作
田
万
骨
枯
れ
た
る
音
残
し

内

山

涛

村

水
口
の
幣
も
破
れ
し
不
作
の
田

坂

田

雑

人

肩
欠
け
る
岩
木
山
の
裾
か
ら
稔
ら

ぬ

田

山

内

清

祐

実
ら
ず
に
雀
も
寄
ら
ぬ
凶
作
田

い
予

言
ナ

川
4

回忌

包
=
'
干

松
茸
や
尻
に
手
あ
り
手
を
取
ら
れ

三
和

千

寄

出
稼
ぎ
て
雨
に
う
た
れ
し
乱
れ
萩

渋

谷

房

子

凶
作
や
神
の
気
ま
ぐ
れ
恨
め
し
く

大
屋
久
美
子

言
葉
な
く
刈
り
取
り
散
ら
す
不
作

田

工

藤

暁

村

凶
作
の
見
舞
を
告
げ
る
娘
の
便
り

高

橋

鉄

輪

萩
散
る
や
都
に
海
輔
の
城
の
祉

工

藤

仙

峯

黍
因
子
母
の
在
り
し
日
思
う
こ
と

敦

賀

相

村

山
り
ん
ご
ル
ビ
l
の
如
く
艶
や
か

し

鈴

木

畔

村

黄
落
の
運
命
輪
音
の
流
れ
星

三
和

箪

村



小
雨
模
様
の
中
、
み
な

さ
ん
賑
や
か
に
長
橋
ヲ
こ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
前
遊

園
地
の
、
草
取
り
に
精
を

出
し
て
い
ま
し
た
。
今
年
の
春
、
み
ん
な
で
持
ち
寄

っ
て
植
え
た
、
黄
色
の
マ
リ
ー
ゴ
ル
ド
、
赤
い
ベ
チ
 

ュ
ニ
ア
な
ど
が
、す
っ
か
り
き
れ
い
に
な
っ
た
花
壇

に
、
生
き
生
き
と
咲
い
て
い
ま
し
た
。
 

現
在
会
員
は
二
十
六
名
。
最
初
は
三
年
程
前
、
国

民
年
金
の
納
付
組
合
員
仲
間
で
し
た
が
、
い
つ
の
間

に
か
ぶ
な
さ
ん
気
が
合
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
行
事
を

も
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
 

町
内
に
住
む
二
十
人
程
の
ひ
と
り
暮
ら
し
老
人
に
、
 

年
に
一
度
です
が
、
手
づ
く
り
の
寿
司
や
、
豚
汁
な

ど
を
ご
ち
そ
う
す
る
の
も
楽
し
み
の
ひ
と
つ
と
な
っ

て
い
ま
す
。
農
繁
期
が
過
ぎ
て
の
温
泉
め
ぐ
り
で
は

余
興
な
ど
も
出
て
、
ま
た
ま
た
大
賑
わ
い
と
か
。
 

「昔
は
嫁
で
あ
っ
た
私
達
も
、
あ
っ
と
い
う
間
に
姑

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
今
年
は
冷
害
で
大
変
で

す
か
ら
、
若
い
人
が
安
心
し
て
勤
め
に
出
ら
れ
る
よ

う
、
い
っ
そ
う
、お
互
い
協
力
し
合
っ
て
や
っ
て
い
る

ん
で
す
よ
い
と
み
な
さ
ん
。
「来
年
か
ら
は
、ひ
と
り
 

暮
ら
し
の
老
人
だ
け
で
な
く
、
町
内
の
老
人
の
方
み

ん
な
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
よ
う
、
計
画
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
な
ん
と
い
っ
て
も
、
地
域
の
人
達
と

手
を
と
り
合
っ
て
仲
良
く
、
楽
し
く
、
張
り
の
あ
る

暮
ら
し
を
ー
、
と
思
っ
て
い
ま
す
い
と
リ
ー
ダ
ー
の

松
野
節
子
さ
ん
。
 「な
か
よ
し
会
」
 
に
、
 
一
人
で
も

多
く
の
人
の
入
会
を
歓
迎
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
 

青年部・婦人部 

訪問 

露 暦（勿）1IIj内 

『地
域
の
人
と
、
手
を
と
り
合
っ
て
』
 

長
橋
地
区
婦
人
部
・
な
か
よ
し
会
 

ぽ
か
ぽ
か
あ
っ
た
か
 

屋
内
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
場
 

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

ー
 

市
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
の
、
 

屋
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
（
三
七
四

平
方
メ
ー
ト
ル
・
約
百十
三
坪
）
 

で
、
十

一
月
一
日
、
会
員
約
百
名

が
参
加
し
て
使
用
記
念
の
、
第

一

回
冬
期
練
成
市
民
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
は
、
老
若
男
女

を
問
わ
ず
、
だ
れ
で
も
出
来
る
ス
 
 

ポ
ー
ツ
と
し
て
人
気
が
あ
り
ま
す

が
、
参
加
し
た
選
手
達
は
、
屋
根

の
あ
る
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
は
冬
の

間
も
楽
し
く
過
ご
す
こ
と
が
で
き

て
う
れ
し
い
、
と
話
し
て
い
ま
し

た
。
市
内
二
十
チ

ー
ム
の
選
手
達

は
、
週

一
度
の
割
合
で
、
三
月
末

ま
で
練
習
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
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ぽ
か
ぽ
か
あ
っ
た
か

屋
内
ゲ

l
ト
ボ
ー
ル
場

ー
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
ー

市
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
の
、

屋
内
ゲ
l
ト
ポ
l
ル
場

(三
七
四

平
方
メ
ー
ト
ル

・
約
百
卜
三
坪
)

で
、
卜

一
月

一
H
、
会
員
約
百
名

が
参
加
し
て
使
用
記
念
の
、
第

一

回
冬
期
練
成
市
民
ゲ
ー
ト
ボ
l
ル

大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ゲ
!
ト
ボ
ー
ル
は
、

老
若
山
女

を
問
わ
ず
、
だ
れ
で
も
出
来
る
ス

ポ
l
ツ
と
し
て
人
気
が
あ
り
ま
す

が
、
参
加
し
た
選
手
達
は
、
屋
恨

の
あ
る
ゲ
l
ト
ボ
ー
ル
場
は
冬
の

聞
も
楽
し
く
過
ご
す
こ
と
が
で
き

て
う
れ
し
い
、
と
話
し
て
い
ま
し

た
。
市
内
二
ト
チ
l
ム
の
選
手
達

は
、
週

一
度
の
割
合
で
、

三
月
末

ま
で
練
習
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い

ま
す
。
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卿
難難
響
」
 

乳
む
』
数買
ゆ
った
り
大
空
へ
の
夢
 

第
「」
回
環
日
本
海
熱
気
球
選
手
権
 

ー基二基と空へ舞いあがる熱気球 
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該
彫
彰
膨
影
影彪
彰
彰
彫
 

へ
っ
ち
ょ
 

で
十
万
円
 

ど
こ
ま
で
も
続
く
津
軽
平
野
の

上
空
に
、赤
・
青・
黄と
、色
鮮
や
か

に
浮
ぶ
、二
十
六
基
の
熱
気
球
。十

月
二
十
五
日
に
開
催
さ
れ
た
 
「第

二
回
環
日
本
海
熱
気
球
選
手
権
」
 

に
は
、北
海
道
、九
州
、四
国
な
ど
、
 

全
国
か
ら
、
百
五
十
人
の
選
手
が

参
加
。
会
場
と
な
っ
た
岩
木
川
河

川
敷
の
広
さ
と
、
上
空
か
ら
見
る

広
大
な
津
軽
平
野
の
美
し
さ
に
、皆

さ
ん
一
様
に
感
動
し
て
い
ま
し
た
。
 

順
位
は
、次
の
と
お
り
で
す
。
 

第
一
位
 
栃
木
県
し
ハ
ル
ー
ン
ク
 

ラ
ブ
わ
た
ら
せ
 
「ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
 

号
」
岸
孝
一
一
 

第
ニ
位
 
東
京
都

廿
T
D
K

・
B
 

・

T

「T
D
K

・
s
L
号
」
市
吉
 

ト
シ
コ
 

第
三
位
 
神
奈
川
県
廿
ウ
イ
ン
ド
 

・

エ
ン
ジ
ェ
ル
B

・
T
 「
ウ
ィ
ン

ド
・
エ
ン
ジ
ェ
ル
号
」
 
遠
藤
護

五
所
川
原
消
防
署
飛
行
隊
「
ね
ぷ

た
号
J
高
橋
一
人
廿
八
位
箭
回
十位
）
 

「む
し
号
」
渋
谷
武
昭廿
十
二
位
爾
同回
 

十
月
三
十
一
日
、
市
内
ハ
イ
カ

ラ
町
路
上
で
行
わ
れ
た
、
五
所
川

原
商
工
会
議
所
主
催
の
豊
暁
つ
が

る
平
野
へ
っ
ち
ょ
ま
つ
り
の
目
玉
、
 

「
へ
っ
ち
ょ
踊
り
コ
ン
テ
ス
ト
」
 

に
は
、
中
学
生
か
ら
大
人
ま
で
、
 

八
チ
ー
ム
、
二
十
六
人
が
参
加
、
 

市
民
の
爆
笑
の
中
、
自
慢
の
踊
り

を
競
い
合
い
ま
し
た
。
 
 

大
賞
（
十
万
円
）
み
ち
の
く
銀
行

五
所
川
原
支
店
チ
ー
ム
 

優
秀
賞
（
五
万
円
）
東
奥
信
用
金

庫
五
所
川
原
市
店
「
が
ん
ば
」
チ
 

ー
ム
 

特
別
賞
（
一
万
円
）
東
北
電
力
坊

や

・
五
商
高
す
も
う
部
B

・
青森

銀
行
五
所
川
原
支
店

・
ま
つ
り
愛

好
会
A

・
同
B
 

r
 

‘ー

' 

司瞬

一基二基と空へ舞いあがる熱気球

ど
こ
ま
で
も
続
く
津
軽
平
野
の

k
空
に
、
赤
・育
・比
政
と
、
色
鮮
や
か

に
浮
ぷ
、
二
十
六
基
の
熱
気
球
。
十

月
一
一ト
瓦
日
に
開
催
さ
れ
た
「
第

二
同
環
日
本
海
熱
気
球
選
手
権
」

に
は
、
北
海
道
、
九
州
、
問
固
な
ど
、

全
国
か
ら
、
百
五
卜
人
の
選
手
が

参
加
。
会
場
と
な

っ
た
岩
木
川
河

川
敷
の
広
さ
と
、
ト
ぃ
空
か
ら
見
る

広
大
な
津
軽
平
野
の
美
し
さ
に
、
皆

さ
ん

一
様
に
感
動
し
て
い
ま
し
た
。

回
世
叫
洲
町
剖
創
川
割
和
J

第
一
位

栃
木
県
l
バ
ル
ー
ン
ク

ラ
ブ
わ
た
ら
せ
「
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン

号
」
岸
孝
二

第
二
位

東
京
都
1
T
D
K
・
B

-
T

「

T
D
K
-
S
L
号
」
市
吉

ト
シ
コ

第
三
位

神
奈
川
県
H

ウ
イ
ン
ド

・
エ
ン
ジ
ェ
ル

B
・
T

「
ウ
イ
ン

ド
・
エ
ン
ジ

ェ
ル
口
苛
」
遠
藤
諮

五
所
川
原
消
防
署
飛
行
隊
「
ね
ぷ

た
口可
」
高
橋

一
人
H

八
位

(前
向
十
位
)

「
む
し
口
可
」
渋
谷
武
昭
H

十
二
位
一間同開)

6 

~ 

っ
ち
ょ
⑧
③
で
十
万
円
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ト
月
三
十

一
日
、
市
内
ハ
イ
カ

ラ
町
路
k
で
行
わ
れ
た
、
丘
所
川

原
商
工
会
議
所
主
催
の
盟
鏡
つ
が

る
平
肝
へ

っ
ち
ょ
ま
つ
り
の
円
玉
、

「へ

っ
ち
ょ
踊
り
コ
ン
テ
ス
ト
」

に
は
、
中
学
生
か
ら
大
人
ま
で
、

八
チ
l
ム、

二
十
六
人
が
参
加
、

市
民
の
爆
笑
の
中
、
自
慢
の
踊
り

を
競
い
合
い
ま
し
た
。

大
賞

(卜
万
円
)
み
ち
の
く
銀
行

五
所
川
原
支
府
チ
l
ム

優
秀
賞

(尺
万
円
)
点
奥
信
用
令

町
五
所
川
原
市
府
「
が
ん
ば
」
チ

ー
ム

特
別
賞

(一

万
円
)
京
北
電
力
坊

や

・
五
商
向
す
も
う
部
B
・
青
森

銀
行

E
所
川
原
支
庖
・
ま
つ
り
愛

好
会
A
・
同
B
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「笑顔でいこう！」 

第15回 
ホームフェスティバル 

―勤労青少年ホーム・菊栄会― 

子」団うリんこ 11月30日閃PM6:30- 
く会場〉五所川原市民文化会館
主催／五所川原おやこ劇場丑34-2170 

後援／五所川原市教育委員会 

五所川原おやこ劇場
第32回例会 
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受付 当日会場で 

主催 IL所川原市テニス協会（容35-7672 今井） 

間

所
付

催
 

時

場

受

主
 

7 平成5イIll月15日 

「笑
顔
で
い
こ
う
ノ
こ
を
テ

ー
 

マ
に
、
菊
栄
会
（
勤
労
青
少
年
ホ
 

ー
ム
利
用
者
の
会
）
主
催
の
、
第

十
五
回
ホ
ー
ム
フ
エ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
 

が
、
十
月
三
十
日
と
三
十
一
日
の

二
日
間
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

「く
ら
し
と
趣
味
の
教
室
」
「各

種
サ
ー
ク
ル
活
動
」
を
通
し
て
、
 

働
く
若
者
達
が
、
こ
の
一
年
間
共

に
、
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
た
数
々

の
作
品
が
並
び
ま
し
た
。
 

虫
お
く
り
染
め
や
陶
芸
の
展
示
、
 

組
ひ
も
の
実
演
、
お
茶
会
、
模
凝

店

（そ
ば
、
お
で
ん
）
等
の
他
、
 

昔
な
つ
か
し
い
駄
菓
子
屋
も
出
る

な
ど
、
沢
山
の
市
民
が
訪
れ
、
楽

し
い
フ
エ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
な
り
ま

し
た
。
 

た
。
 

子
供
達
の
、
毎
日
の
生
活
体
験

を
大
切
に
、
家
事
の
手
伝
い
、
人

々
と
の
あ
い
さ
つ
、
遊
び
の
中
か

ら
の
仲
間
づ
く
り
等
を
市
民
に
呼

び
か
け
ま
し
た
。
 

社
会
の

一
員
と
し
て
、
心
豊
か

な
青
少
年
に
 

と
、
市
内
青
少

年
健
全
育
成
団
体
と
、
五
所
川
原

警
察
署
、
五
所
川
原
駅
が
一
体
と

な
っ
て
、
秋
の
青
少
年
健
全
育
成

街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま
し
 

育

て
よ
う
 

未
来

に
の
び

る
若

い
芽
を
 

秋
の
青
少
年
健
全
育
成
 

街
頭
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
 

「笑顔でいこう ! J 

第 15回
ホームフェスティバル

-勤労青少年ホーム・菊栄会-

「
笑
顔
で
い
こ
う
/
」
を
テ
ー

マ
に
、
菊
栄
会
(
勤
労
青
少
年
ホ

ー
ム
利
用
者
の
会
)
主
催
の
、
第

卜
五
回
ホ
l
今
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

が
、
ト
片
三
十
U
と
三
卜
一
口
の

二
日
間
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
く
ら
し
と
趣
味
の
教
室
」
「
各

種
サ
ー
ク
ル
活
動
」
を
通
し
て
、

働
く
粁
省
達
が
、
こ
の

a

年
間
共

に
、
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
た
数
々

の
作
品
が
並
び
ま
し
た
。

虫
お
く
り
染
め
や
陶
印
式
の
展
示
、

組
ひ
も
の
実
演
、
お
茶
会
、
模
凝

居

(
そ
ば
、
お
で
ん
)
等
の
他、

北
け
な
つ
か
し
い
駄
菓
子
屋
も
山
る

な
ど
、
沢
山
の
市
民
が
訪
れ
、
楽

し
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
な
り
ま

し
た
。

丹精こめた陶芸作品

ー
育
て
よ
う

未
来
に
の
び
る
若
い
芽
を

1

秋
の
青
少
年
健
全
育
成

街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

社
会
の

一
員
と
し
て
、
心
豊
か

な
青
少
年
に
|
|
と
、
市
内
青
少

年
健
全
育
成
団
体
と
、
丘
所
川
原

瞥
察
署
、
五
所
川
原
駅
が
一
体
と

な
っ
て
、
秋
の
青
少
年
健
全
育
成

街
頭
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
行
い
ま
し

た
。子

供
達
の
、
毎
日
の
生
活
体
験

を
大
切
に
、
家
事
の
手
伝
い
、
人

々
と
の
あ
い
さ
つ
、
遊
び
の
中
か

ら
の
仲
間守
つ
く
り
等
を
市
民
に
呼

び
か
け
ま
し
た
。

劇団創立20周年記念
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五所川原市民体育館

当日会場で

五所川原市テニス協会(会35-7672今井)

問

所

付

催

時

場

受

主
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夢
・
大

陸
ふ
れ
あ
い
の
旅
 

第
五
回
青

森
県
青

年
の

船
 

ー
中
国
・
韓
国
を
訪
問
ー
 

刻
々
と
変
化
す
る
社
会
状
勢
に
、
柔
軟
に
対
応
で
き
る
青
年
の
育

成
を
 
と
、

今
年
も
九
月
十
二
日
、
三
百
五
十
名
の
青
年
を
乗
せ
、
 

「第
五
回
青
森
県
青
年
の
船
」
が
、
中
国
・
韓
国
（
向
けて
出
航
、
 

九
月
二
十
五
日
、
元
気
に
帰
港
し
ま
し
た
。
 

＠
市
内
参
加
者
（
＋
一名
）
 

坂
本
ま
ゆ
み
（
下岩
崎葛
ノ森
六二
の四
）
 

安
田
美
子
（広
田
榊
森
二
五の
二
六
）
 

寺
田
政
史
（
漆川
玉
椿
七
一）
 

一
戸め
ぐ
み
（
み
どり
町
一
の二
）
 

木
村
昌
代
（
吹畑
藤
巻
一
一
三
の一
一
）
 

山
田
尚
美
（
み
どり
町
四
の
四
五）
 

山
形
英
己
（
弥生
町
四
の
五）
 

時
田
朝
美
（
松
島
町
四
の
四
四
）
 

伊
藤
正
子
（
太刀
打
緑石
二
三）
 

江
良
 

隆
さ
ん
 

（
市
内
湊
字
船
越
三
一
〇
ー
一
）
 

「
手
 

万里の長城 

紙
」
 

こ
の
私
が
、
交
歓
会
で
人
に
感

動
を
与
え
、
友
達
が
出
来
た
事
を

嬉
し
く
思
い
、
こ
れ
か
ら
も
、
小

さ
な
交
流
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
五

所
川
原
の
歴
史
的
文
化
や
、
私
達
 

の
生
活
、
自
分
自
身
の
事
な
ど
を

中
国
の
人
に
伝
え
る
と
共
に
、
何

時
迄
も
、
こ
の
友
情
を
続
け
て
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

友
情
と
感
動
を
、
与
え
て
く
れ

た
青
年
の
船
に
感
謝
し
ま
す
。
 

十
月
五
日
の
朝
、勤
務
を
終
え
、
 

帰
宅
す
る
と
中
国
か
ら
一
通
の
手

紙
が
届
い
て
い
ま
し
た
。
 

開
け
て
見
る
と
、
 一
枚
の
写
真

と
便
笑
に
書
か
れ
た
締
麗
な
文
字

が
飛
び
込
ん
で
来
ま
し
た
。
 

写
真
は
、
九
月
二
十
一
日
に
行

わ
れ
た
、
日
中
友
好
交
歓
会
で
出

会
っ
た
、
干
華
さ
ん
だ
と
言
う
事

が
分
か
り
ま
し
た
。
 

手
紙
に
は
、「拝
啓
、秋
の
風
は
、
 

も
う
吹
き
は
じ
め
ま
し
た
。」
と
言

う
始
ま
り
で
、
自
己
紹
介
、
船
で

の
食
事
、交
歓
会
で
感
動
し
た
事
、
 

日
本
人
と
の
生
活
に
ギ
ャ
ップ
が

有
り
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
事
な
ど
、
 

驚
く
ほ
ど
し
っ
か
り
し
た
日
本
語

で
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
 

私
も
、
中
国
訪
問
で
歴
史
的
建

造
物
の
広
大
さ
、
生
活
文
化
の
違

い
に
感
動
と
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
、
 

そ
れ
に
も
増
し
て
、
中
国
の
学
生

と
の
交
歓
会
で
日
本
語
の
上
手
さ

に
は
、
驚
き
ま
し
た
。
 

神
 
久

子
さ
ん
 

（
市
内
松
島
町
ニ
ー
六
九

）
 

「
青
年
の
船
に
参
加
し

て
」
 

「虫おくり」を披露 

か
ま
え
「
三
「
で
千
円
」
と
必
死

に
売
り
込
ん
で
き
ま
し
た
。
他
の

お
ば
さ
ん
の
所
で
は
「
七
「
で
千

円
」
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
 

私
達
五
所
川
原
の
団
員
は
十
日

目
に
、
中
国
の
青
年
達
、
船
の
団

員
達
の
前
で
「
虫
お
く
り
」
を
行

い
、
中
国
で
は
「
竜
」
が
特
別
な

意
味
が
あ
る
様
で
と
て
も
喜
ば
れ
、
 

船
の
団
員
達
も
「
生
ま
れ
て
初
め

て
見
だ
じ
ゃ
」
、
「来
年
見
に
行
が

ね
ば
ま
ね
じ
や
」
と
い
う
声
が
あ

り
評
判
が
高
く
私
達
も
嬉
し
く
思

い
ま
し
た
。
 

こ
の
十
四
日
間
で
得
た
友
達
、
 

貴
重
な
体
験
を
大
切
に
し
今
後
生

か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

「第
五
回
青
年
の
船
」
（
参
加

し
、
初
め
て
の
海
外
だ
っ
た
の
で

何
も
か
も
が
新
鮮
で
し
た
。
最
も

印
象
に
残
っ
て
い
る
の
が
、「万
里

の
長
城
」
（
ク
ラ
ス
の
皆
で
汗
を
 

か
き
、
途
中
で
ダ
ウ
ン
し
な
が
ら

も
必
死
に
最
後
ま
で
登
り
き
「
た

事
で
し
た
。
 

韓
国
、
中
国
で
は
商
売
上
手
な

お
ば
さ
ん
達
が
私
達
日
本
人
を
つ
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五(江
主良

市兵逗
」 字

題隆
三さ
5ん

十
月
五

H
の
朝
、
勤
務
を
終
え
、

川
宅
す
る
と
中
同
か
ら

一
通
の
手

紙
が
耐
い
て
い
ま
し
た
。

附
け
て
見
る
と
、

一
枚
の
写
真

と
使
袋
に
作
い
い
か
れ
た
純
一
腿
な
文
字

が
飛
び
込
ん
で
米
ま
し
た
。

び
点
は
、
九
月
二
十

一
日
に
行

わ
れ
た
、
日
中
友
好
交
歓
会
で
出

会
っ
た
、
千
華
さ
ん
だ
と
一言
う
事

が
分
か
り
ま
し
た
。

手
紙
に
は
、
「
拝
幹
、
秋
の
風
は
、

も
う
吹
き
は
じ
め
ま
し
た
。」
と
言

う
始
ま
り
で
、
自
己
紹
介
、
船
で

の
食
事
、
交
歓
会
で
感
動
し
た
事
、

日
本
人
と
の
生
活
に
ギ
ャ
ッ
プ
が

有
り
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
い
引
な
ど
、

驚
く
ほ
ど
し
っ
か
り
し
た
日
本
語

で
告
か
れ
て
い
ま
し
た
。

私
も
、
中
国
訪
問
で
歴
史
的
建

造
物
の
広
大
さ
、
生
活
文
化
の
違

い
に
感
動
と
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
、

そ
れ
に
も
増
し
て
、
中
国
の
学
生

と
の
交
歓
会
で
日
本
語
の
上
手
さ

に
は
、
驚
き
ま
し
た
。

こ
の
私
が
、
交
歓
会
で
人
に
感

動
を
与
え
、
友
達
が
出
来
た
事
を

賠
し
く
思
い
、
こ
れ
か
ら
も
、
小

さ
な
交
流
で
あ
る
け
れ
ど
も
、

五

所
川
原
の
歴
史
的
文
化
や
、
私
達

の
生
活
、
自
分
自
身
の
事
な
ど
を

中
国
の
人
に
伝
え
る
と
共
に
、
何

時
迄
も
、
こ
の
友
情
を
続
け
て
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

友
情
と
感
動
を
、
与
え
て
く
れ

た
青
年
の
船
に
感
謝
し
ま
す
。

h

夢

・
大
陸

ふ
れ
あ
い
の
旅

し

J
第
一五
回
青
森
県
青
年
の
船
J

J

U

'
、

J
中
国
・
韓
国
を
訪
問
ーl
d

刻
々
と
変
化
す
る
社
会
状
勢
に
、
柔
軟
に
対
応
で
き
る
青
年
の
育

成
を
1
1
1と
、
今
年
も
九
月
十
二
日、

三
百
五
十
名
の
青
年
を
乗
せ
、

「
第
五
回
青
森
県
青
年
の
船
」
が
、

中
国

・
韓
国
へ
向
け
て
出
航
、

九
月
二
十
五
日
、
元
気
に
如
港
し
ま
し
た
。

「虫おくり」を披露

神

「
第
五
回
青
年
の
船
」
へ
参
加

し
、
初
め
て
の
海
外
だ
っ
た
の
で

何
も
か
も
が
新
鮮
で
し
た
。
最
も

印
象
に
残
っ
て
い
る
の
が
、
「
万
里

の
長
城
」
へ
ク
ラ
ス
の
皆
で
汗
を

。
市
内
参
加
者
(
十
一
名
)

坂
本
ま
ゆ
み
(下山川崎砧
/
森
六
-
の
内
)

安
由
美
子
(
広
間
榊
森
二
五
の
二
六
)

寺
田
政
史

(
漆
川
単
勝
七

二

=
戸
め
ぐ
み

(
み
と
り
町

一
の
二
)

木
村
昌
代
(
吹
州
総
巻

ご
三
の
二
)

山
田
尚
美
(
み
ど
り
川
問
の
内
五
)

山
形
英
己

(
弥
生
町
四
の
五
)

時
田
朝
美

(
松
仏
町
四
の
間
四
)

伊
藤
正
子
(
太
刀
打
紋
石
二
三
)

青
年

ZZ久
に泌ヱ
参島 I

万日空さ
しでん
て六
L 九

か
き
、
途
中
で
ダ
ウ
ン
し
な
が
ら

も
必
死
に
最
後
ま
で
登
り
き

っ
た

事
で
し
た
。

韓
国
、

中
国
で
は
商
売
上
手
な

お
ば
さ
ん
達
が
私
達
日
本
人
を
つ

か
ま
え
「
三
つ
で
千
円
」
と
必
死

に
売
り
込
ん
で
き
ま
し
た
。
他
の

お
ば
さ
ん
の
所
で
は
「
七
つ
で
千

円
」
に
な

っ
て
い
ま
し
た
。

私
達
五
所
川
原
の
団
員
は
十
日

目
に
、
中
国
の
青
年
達
、
船
の
凶

員
達
の
前
で

「虫
お
く
り
」
を
行

い
、
中
国
で
は

「竜
」
が
特
別
な

意
味
が
あ
る
様
で
と
て
も
喜
ば
れ
、

船
の
団
員
達
も

「生
ま
れ
て
初
め

て
兄
だ
じ
ゃ
」
、

「来
年
見
に
行
が

ね
ば
ま
ね
じ
ゃ
」
と
い
う
芦
が
あ

り
評
判
が
高
く
私
達
も
嬉
し
く
思

い
ま
し
た
。

こ
の
十
四
日
間
で
得
た
友
達
、

貴
重
な
体
験
を
大
切
に
し
今
後
生

か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

万里の長城
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独
碑
発
送
簿
 

台
申
入撃
協
含
 

「自由大学雑誌」 
発送簿表紙 

市
史
編
纂
だ
よ
り
喝
一
 

自

由

大

学

と
五

所

川
原
 

近

・
現代
部
会
 
河
 
西
 

英
 
通
 

ノ
 

大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
期
の
五
所

川
原
に
お
け
る
特
筆
す
べ
き
事
柄

と
し
て
、
 『自
由
大
学
雑
誌
』
の

購
読
者
が
大
変
多
か
っ
た
こ
と
が

あ
げ
ら
れ
ま
す
。
自
由
大
学
と
は

新
潟
県
佐
渡
出
身
の
思
想
家

・
評

論
家
で
あ
る
土
田
杏
村
が
一
九
一
一

一
年
十
一
月
に
長
野
県
上
田
市
に

開
い
た
民
衆
教
育
機
関
の
こ
と
で

す
。
経
費
は
受
講
者
が
負
担
し
、
 

他
か
ら
の
援
助
は
受
け
付
け
ず
、
 

「誰
も
が
自
由
に
入
れ
る
か
ら
」
 

自
由
大
学
と
名
付
け
ら
れ
た
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
 

2
 

自
由
大
学
は
長
野
県
下
を
は
じ

め
、
福
島
県
原
町
、
新
潟
県
魚
沼

郡
、
群
馬
県
前
橋
市
な
ど
全
国
に

八
校
を
擁
し
、
 一
九
二
一
年
か
ら
 

一
九
三
〇
年
ま
で
十
年
間
2
三
十

八
人
の
講
師
を
招
き
、
八
十
八
の

講
座
を
開
い
て
い
ま
す
。
講
師
と

し
て
は
文
学
者
e
高
倉
輝
や
哲
学

者
の
出
隆
ら
が
有
名
で
す
が
、、
の

ち
に
右
翼
の
テ
ロ
に
倒
れ
る
山
本

宣
治
や
、
中
山
晋
平

・
野
口
雨情

と
い
っ
た
音
楽
家
も
見
ら
れ
ま
し

た
。
 

コ
v
 

一
九
二
四
年
に
は
各
校
の
連
絡

機
関
と
し
て
自
由
大
学
協
会
が
上

田
市
に
置
か
れ
、
翌
二
十
五
年
か

ら
『自
由
大
学
雑
誌
』
を発
行
し
た

の
で
す
（
十
一
号
ま
で
。）
こ
の
雑

誌
の
購
読
者
数
は

一
九
二
五
年
十

月
現
在
で
三
八
五
名
で
す
が
（
冒

由
大
学
雑
誌
発
送
簿
』
、長
野
県

軽
井
沢
町
在
住
の
岡
部
忠
英
氏
所

蔵
）
、青
森
県
は
五
十
八
名
を
し
め
、
 

そ
の
う
ち
五
所
川
原
関
係
は
四
十

七
名
に
の
ぼ
り
ま
す
。
発
祥
地
の
 
 

上
田
市
で
さ
え
五
十
八
名
で
す
か

ら
、
五
所
川
原
の
読
者
数
が
い
か

に
多
か
っ
た
か
が
わ
か
り
ま
す
。
 

4
 

紙
面
の
関
係
か
ら
、
四
十
七
名

全
員
の
氏
名
を
掲
載
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
 い
く
つ
か
の
グ
ル
 

ー
プ
を
ご
紹
介
す
る
に
と
ど
め
ま

す
。
第

一
は
一
九
二
五
年
に
生
活
 

(L
i
f
e
）
・
恋
愛
（L
o
v
 

e
）
・
自由
（
L
i
b
e
r
t
y
)
 

の
三
L
会
を
結
成
し
た
小
関
廉
一
 

（
寺
町）
・
上
田義

一
 
（
本
町）
 

・

斎
藤
忠
作
ら
で
す
。
第
二
は
一

九
二
六
年
に
五
所
川
原
ェ
ス
ペ
ーフ

ン
ト
会
を
結
成
し
た
飛
島
藤
五
郎
 

（
柏原
町
）
・
上
見仙
吉

（平
井

町
）
ら
で
す
。
第
三
は
県
立
五
所

川
原
農
学
校
の
生
徒
た
ち
で
す
。
 

中
野
武
・
佐
々
木
五
郎
・
高
橋
武

一
・
小
山内
淳
四
郎
ら
田
町
に
下

宿
し
て
い
た
若
者
た
ち
は
、
農
学
 
 

校
の
同
窓
会
名
簿

（
『創
立
8
0周

年
記
念
会
員
名
簿
』
）
で
も
確
認

で
き
ま
す
が
、
ほ
か
に
も
農
学
校

の
生
徒
は
い
た
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。
第
四
は
官
庁
グ
ル
ー
プ
と
も

言
う
べ
き
裁
判
所
の
原
幸
治
、
警

察
署
の
工
藤
六
三
郎
・
渋谷
嘉
七
・

太
田
勝
蔵
ら
で
す
。
こ
の
ほ
か
に

も
当
時
、
東
奥
日
報
記
者
と
し
て

五
所
川
原
に
い
た
竹
内
俊
吉

（の

ち
衆
議
院
議
員

・
県
知
事
）
や
、
 

五
所
川
原
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
の
今

市
才
一
郎
らの
名
前
が
見
え
ま
す
。
 

5
 

自
由
大
学
と
五
所
川
原
と
の
密

接
な
関
係
に
は
、
三
戸
郡
五
戸
町

出
身
の
思
想
家
江
渡
狭
嶺
が
介
在

し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

今
後
、
読
者

一
人
ひと
り
の
調
査

を
ふ
ま
え
て
、
五
所
川
原
に
お
け

る
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
運
動
の
実

態
を
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

市
民
の
皆
さ
ん
の
情
報
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。
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自

由

大

学

と

/ 大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
期
の
五
所

川
原
に
お
け
る
特
筆
す
べ
き
事
柄

と
し
て
、

『自
由
大
学
雑
誌
』
の

脱
税
お
が
大
変
多
か

っ
た
こ
と
が

あ
げ
ら
れ
ま
す
。
自
由
大
学
と
は

新
潟
県
佐
渡
出
身
の
思
忽
家
・
評

論
家
で
あ
る
土
田
存
村
が

一
九
二

一
年
卜

一
川
に
長
野
県
上
田
市
に

聞
い
た
民
衆
教
育
機
関
の
こ
と
で

す
。
経
費
は
受
滑
占
が
負
担
し
、

他
か
ら
の
媛
助
は
受
け
付
け
ず
、

「
誰
も
が
自
由
に
入
れ
る
か
ら
」

白
出
火
山
一
千
と
名
付
け
ら
れ
た
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

ユ自
由
大
学
は
長
野
県
ド
を
は
じ

め
、
福
島
県
原
町
、
新
潟
県
魚
沼

郡
、
群
馬
県
前
橋
市
な
ど
全
国
に

八
校
を
雌
し
、
.
九

J

一a

午
か
ら

五
所

河川

西原

近
・
現
代
部
会

一
九
三
O
年
ま
で
十
年
間
に
三
十

八
人
の
講
師
を
招
き
、
八
十
八
の

講
座
を
聞
い
て
い
ま
す
。
講
師
と

し
て
は
文
学
者
の
高
倉
輝
や
哲
学

者
の
出
隆
ら
が
有
名
で
す
が
、
-の

ち
に
右
翼
の
テ
ロ
に
倒
れ
る
山
本

宣
治
や
、
中
山
普
平

・
野
口
雨
情

と
い

っ
た
音
楽
家
も
見
ら
れ
ま
し

た
。3 

九
二
四
年
に
は
各
校
の
連
絡

機
関
と
し
て
自
由
大
学
協
会
が
上

田
市
に
置
か
れ
、
翌
二
卜
五
年
か

ら
『自
由
大
学
雑
誌
』
を
発
行
し
た

の
で
す
(
十
一
号
ま
で
J

こ
の
雑

誌
の
購
読
者
数
は

一
九
二
五
年
卜

月
現
在
で
三
八
五
名
で
す
が
(
『
自

由
大
学
雑
誌
発
送
簿
』
、
長
野
県

佐
井
沢
町
在
住
の
阿
部
忠
英
氏
所

蹴
)、
青
森
県
は
五
十
八
名
を
し
め
、

そ
の
う
ち
五
所
川
原
関
係
は
凶
ト

ヒ
名
に
の
ぼ
り
ま
す
。
発
祥
地
の

英

通

上
田
市
で
さ
え
五
十
八
名
で
す
か

ら
、
五
所
川
原
の
読
者
数
が
い
か

に
多
か
っ
た
か
が
わ
か
り
ま
す
。

ヰ紙
面
の
関
係
か
ら
、
四
十
七
名

全
員
の
氏
名
を
娼
載
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
い
く
つ
か
の
グ
ル

ー
プ
を
ご
紹
介
す
る
に
と
ど
め
ま

す
。
第

一
は

一
九
二
五
年
に
生
活

(L
I
f
e
)
・
恋
愛

(L
o
v

e
)
・
自
由

(L
I
b
e
r
t
y)

の
三
L
会
を
結
成
し
た
小
関
廉

一

(寺
町
)

・
上
田
義

一
(本
町
)

・
斎
藤
忠
作
ら
で
す
。
第
二
は

一

九
二
六
年
に
五
所
川
原
エ
ス
ペ
ラ

ン
ト
会
を
結
成
し
た
飛
島
藤
五
郎

(柏
原
町
)

・
ヒ
見
仙
吉
(
平
井

町
)
ら
で
す
。
第
三
は
県
立
五
所

川
原
農
学
校
の
生
徒
た
ち
で
す
。

中
野
武

・
佐
々
木
五
郎

・
高
橋
武

一
・
小
山
内
淳
四
郎
ら
田
町
に
下

宿
し
て
い
た
若
省
た
ち
は
、
農
学

多色白 J

根 F、
ι 長

tI妓与 す
守が 号
室 !2・h

争奪 ?

「自由大学雑誌」
発送簿表紙

校
の
同
窓
会
名
簿

(『
創
立
問
周

年
記
念
会
員
名
簿
』

)
で
も
確
認

で
き
ま
す
が
、
ほ
か
に
も
農
学
校

の
生
徒
は
い
た
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。
第
四
は
官
庁
グ
ル

ー
プ
と
も

言
う
べ
き
裁
判
所
の
原
幸
治
、
答

察
署
の
工
藤
六
三
郎
・渋
谷
嘉
七
・

太
田
勝
蔵
ら
で
す
。
こ
の
ほ
か
に

も
当
時
、
京
奥
日
報
記
者
と
し
て

五
所
川
原
に
い
た
竹
内
俊
吉

(の

ち
衆
議
院
議
員

・
県
知
事
)
や
、

五
所
川
原
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
の
今

市
才

一
郎
ら
の
名
前
が
見
え
ま
す
。

5 自
由
大
学
と
五
所
川
原
と
の
密

接
な
関
係
に
は
、

三
戸
郡
五
戸
町

出
身
の
思
想
家
江
渡
秋
備
が
介
在

し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
、
読
者

一
人
ひ
と
り
の
調
査

を
ふ
ま
え
て
、
五
所
川
原
に
お
け

る
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
運
動
の
実

態
を
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
情
報
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。
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恕協健康相談室 

開催場所 開催月日 開催時間 おはなしのテーマと時間 

小曲 
農村婦人の家 

11月25日 
（木） 

10 : 00 
5 

12 】 00 

「若さを保っ健康体
操」 

(10 】 00-10 】 30) 

桜田集会所 
11月25日 
（木） 

10 : 30 
5 

12 : 00 

「呼吸法でもっと健
康にノ」 

(11 : 30-12 : 00) 

高野 
文化センター 

11月25日 
（木） 

10 】 30 
5 

12 : 30 

「寝たきり予防…転
ばぬ先の知恵」 

(10 : 30~il : 00) 

コミュニテイ
ハウス原子 

11月29日 
（月） 

■

・
くJ

・
・
 

0
 
3
  

1
 
●
ー
 

1
 
2
 
0
 
0
 

 

「寝たきり予防…転
ばぬ先の知恵」 

(11 : 00~li : 30) 

コミュニテイ
センター七和 

11月30日 
（火） 

ii: 00 
5 

12 : 30 

「寝たきり予防…転
ばぬ先の知恵」 

(11 : 00~li : 30) 

浅井公民館 
11月30日 
（火） 

10 : 00 
5 

12 : 00 

「ねたきりになりや
すいタイプとは…」 
(ii 】 00-1i : 30) 

錦町集会所 
12月1日 
（水） 

3
 
0
 
0
 
0
 

 

9
 
1
2
 

 

話
・
・
 
健

＼

会
1
1
 

と
4
5
 

扇
1
2
 
0
 
0
 

 

婦人ホーム 
（飯詰） 

12月1日 
（水） 

13 : 00 
、 

14 : 00 

「若さを保っ健康体 
操」 

(13 】 00-13 : 20) 

稲実集会所 
12月 2 日 
（木） 

10 : 30 
、 

12 : 30 

「こころと健康」 
(10 : 30-11 : 00) 

平町集会所 
（長橋） 

12月 2 日 
（木） 

・

一
く
ノ■
・
 
 

q
v
 
‘」
一
 

 

1
 
1
 
0
 
0
 
0
 
0
 

 

「ねたきりになりや
すいタイプとは…」 

(13 : 40-14 】 00) 

下岩崎公民館 
12月 2 日 
（木） 

13 : 00 
、 

14 : 30 

「若さを保っ健康体 
操」 

(13 】 00-13 : 30) 

前 田 野 目
公 民 館 

12月 3 日 
（金） 

12 : 30 
、 

13 : 30 

r
ざ
く
 
た
先

・
・
 
り

知
、
 
防

J

・
 
転
 

、
  

き
の
3
0
 

 

寝
ぬ
1
2
 

 

予
恵
1
2
 

 

・
 

5
0
 
 

長富 
消防センター 

12月 3 日 
（金） 0 2 30

00 

「ねたきりになりや
すいタイプとは…」 

(11 】 00~li : 30) 

森の家（若葉） 
12月 5 日 
（日） 

10 : 00 
、 

12 : 00 

「若さを保っ健康体 
操」 

(10 】 00-10 】 30) 

コミュニテイ
センター中川 

12月 6 日 
（月） 

10 : 30 
、 

12 : 00 

「呼吸法でもっと健
康にノ」 

(11 : 30-12 : 00) 

七和 農協 
12月 6 日 
（月） 

u:o0 
5 

13 : 00 

「寝たきり予防・・・転
ばぬ先の知恵」 

(11 : 00--11 : 30) 

俵元農産物
加工センター 

12月 7 日 
（火） 

0
0
 3
0
 
 

1
 
。
ノ］
 
 

「寝たきり予防…転
ばぬ先の知恵」 

(11 : 00~li : 30) 

坂ノ上集会所 
12月 7 日 
（火） 

12 : 30 
、 

13 】 30 

「若さを保っ健康体
操」 

(12 : 30-12 : 50) 

共栄集会所 
12月 7 日 
（火） 

H: 00 
、 

12I 30 

「ねたきりになりや
すいタイプとは・・・」 

(H : 30-12 : 00) 

石畑集会所 
12月 9 日 
（木） 

。

乙 
4! 

30
00 

尿がおしえるあなた
の健康～糖尿病の話～ 

(12 : 30-13 : 00) 

コミュニテイ
センター栄 

12月 9 日 
（木） 

0
 
4
 

加
 
叩
  
/

// 

す く す く 健診一 
D場所 市保健センター（新町バス停前） 

レ時間 受不ナ12 : 30から 

健診12 : 45から15 : 00までの予定

ン持参するもの 母子健康手帳、バスタオル 

3歳児には個人通知いたします。同封のアン

ケートに記入して、尿をノ」、ビンに入れブて持参

ください。 

※注意（D3 カ月健診に来られなかった方は、ネ申

経芽細胞腫（小児がん）の検査セットを、母

子健康手帳を持参のうえ保健環境課窓口にも

らいにきてください。 

②病気療養中（特に伝染性の病気）のお子

さんはご遠慮ください。 

③不明な点は、保健環境課にお問い合わせ

ください。 

月 	齢 対象児 期 	日 主 な 内 容 

3カ月児 
H5年 
8月生まれ 

H5年 
12月14日因 

小児科診察、神経芽細胞腫
セット配布、育児情報交換等 

6カ月児 
H5年 
5月生まれ 

12月20日明） 離乳食の試食 
発達相談等 

1 歳児 
4
口

刀
 
年

生
  

H
1
1
 

士
‘
 

れ
  

12月27日（月） 育児情報交換 
発達相談等 

1歳 
6カ月児 

H4年 
6月生まれ 

12月21日因 
小児科、歯科診察 
丈夫な歯と顎になるためのお話 

3 歳児 
H2年 
6月生まれ 

12月16日困 
小児科、歯科診察、尿検査
視聴覚検査等 

乳幼児の発達や育児、悩みごとは、保健センター“母

と子の相談日（第1, 3金曜日）” も御利用ください。 

思 春 期 教 室 
‘思春期の子供たちのこころとからだの変化や 

特徴を知り、子供たちと上手につきあっていく 

ための思春期教室て；す。 

場所】五所川原保健所会議室 

対象 I 小学生・中学生をもつ親又は学習したい人 

受講料】無料 申し込み締め切り】11月25日（4-:) 

五所川原保健所健康増進課 成田

レ日程と内容 

開催 日 学 習 内 容 講 	師 

(1回目） 
11月29日（月） 

13時 
~15時30分 

L思春期をとりまく 
最近の子供たち 

ー保健所の思春期相談からー 
2，思春期の男子のからだと 

性を知る 

五所川原保健所
健康増進課長 

中平セイ
楠美“尿器科クリニック
院長 楠美康夫 

(2回目） 
12月2日因 
13時 
~15時30分 

L思春期のからだの 
変化と病気 

2．家庭での性教育のあり方 

五所川原保健所
所長 桜庭腐次
健康アレくイザー 

相馬ふさ急 

(3回目） 
12月8日困 

13時 
~15時30分 

1．思春期の食事と栄養 

2．思春期の子供たちの 
悩みを知る 

五所川原保健所
栄養士白崎税
青森市教育委員

成田栄子 

平成5年11月15日 10 

自
衛
隊
生
徒
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月
四
日
ま
で

・
受
付
市
民

課
（
内
線
ニ
六
ニ
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LSE切れ 健康相談室」

開催 場所 開催月 日開催時間おはなしのテーマと時間

小曲 11月25日 10: 001 r若さを保つ健康体

農村婦人の家(木)
操j

12 001 (10: 00~10 : 30) 

桜田集会 1乃r111月25
日 10: 301 r呼吸/法でもっと健

(木) 康に .3」
12 001 (11: 30~ 1 2: 00) 

高文化野センタ 11月(木25 
日 10: 3 。r寝たきり予防転

ばぬ先の知恵、」
12: 3 01 (10: 30~11 : 00) 

コミュニァィ 11月29日
11 : 0 01 r寝たきり予防転

ハウス原子(月)
ばぬ先の知恵J

12: 3 01 (ll: 00~11 30) 

コミュニテ平ィ日 11月30日
11 : 0 01 r寝たきり予防転

センタ一七 (火)
ばぬ先の知恵」

12 : 3 01 (11: 00~11 : 30) 

浅井公民館
11月30日

10 0 。rねたきプりになりや

火)
すいタイ とは」

12 : 0 01 (11: 00~11 : 30) 

錦町 集会所 12月(水1)日
9 : 30 

「会話と健康」

12: 00 
(11 : 45~12 : 00) 

婦人ホーム 12月 1日
13: 00 「若さを保つ健康体

(飯詰) (水) 操(」13 00~1320) 14 : 00 

稲実 集会所
12月2日

10 : 30 
「こころと健康」

木) 12 : 30 
(10 : 30~ 11 : 00) 

平町集会所 12月2日
13・00 「ねたきりになりや

(長橋) (木)
すいタイプとは 」

14 : 00 13 : 40~14 : 00) 

下岩崎公民館
12月2日

13・00 「若さを保つ健康体

木)
操」

14 : 30 (13 : OO~ 13 : 30) 

前公 回民聖子館自 12月(金3)日
12 : 30 「寝ぬたき知り予防ー転

ば先の恵」
13 : 30 (12 : 30~ 12 : 50) 

長消富防センター
12月3日

10・30 「ねたきプりになりや

(金)
すいタイ とはー」

12 : 00 (11 : OO~ 11 : 30) 

森の家(若葉) 12月(日5)日
10: 00 「若さを保つ健康体

操J
12: 00 (10 : OO~ 10 : 30) 

コミュニアイ 12月6日
10: 30 「呼吸法でもっと健

センター中川 (月)
康に IJ

12 : 00 (11 : 30~12 : 00) 

七和農協
12月6日 11 : 00 「寝ぬたき知り予戸、防 転

月) 11 
ば先の己」

3: 00 (11 : OO~ 11 : 30) 

俵加工元セ農ン産タ物ー
12月7日 11 00 ば「寝ぬ先たきり予防 転

(火) 11 
の知恵」

2: 30 (11 : OO~ 11 : 30) 

坂ノ上集会所 1
2月7日 12 30 「若さを保つ健康体

火) 11 
繰」

3: 30 (12 : 30~ 12 : 50) 

共栄集会所 l2月(火7)日 1
1 : 00 「ねたきプりになりや
1 すu、タイと fj:...J 

2: 30 (11 : 30~12 : 00) 

石畑集会所 1
2月9日 12: 30 

尿の健が康お~し糖え尿る病あのな話~た

木) 114 。00 (12 : 30~ 13 : 00) 

コミュニア栄ィ 12月9日 10 
。。
~ セン ター (木) 14 。。

しす くすく 健診J
じ〉場所 市保健センター(新町バス停Rij)

じ〉時間 受付12・30か ら 自
健診12: 45か ら15: 00までの予定 衛

b持参するもの 母 子 健 康 手 帳 、 パ ス タ オ ル 隊
3歳児には個人通知いたします。 同封のアン 隻

ケートに記入して、尿を小ビンに入れて持参 醤

ください。 集
※注意① 3ヵ月健診に来られなかった方は、神

経芽細胞腫(小 児がん)の検貰セットを、母 中

子健康手帳を持参のうえ保健環境課窓口にも 空

らいにきてください。 禁
②病気療養中(特に伝染性の病気)のお子 業

さん はご 遠慮 くだ さい。 公

③不明な点は、保健環境課にお問い合わせ 芸

ください。 み
、ーノ

男
子

申
し

月 齢 対象児 期l 口 主 な 内 脊

3力月児
H5年 H5年 小児科診察.神経芽細胞腫
8月生まれ 12月14日(刈 セット配布‘育児情報交換等

6力月児
H5年 12月20日例) 離乳食の試食
5月生まれ 発達制l談等

1歳児
H4年 12月27日開)

育児情報交換
l1Jl生まれ 発達キ11談等

61 歳力月児
H4年

12月21日(火)
小児科、歯科診察

6月生まれ 丈夫な歯と顎になるためのお話

3歳児
H2年 12Jl 16日(本)

小児科、歯科診察、尿検変
6月生まれ 視聴覚検査等

」
み
平
成
六
年

乳幼児の発達や育児、 悩みごとは、保健センター“母 月

と子の相談 日(第 1、 3金曜日)"も御利用ください。 胃

」 思春期教室」 写
思春期の子供た ちのこころとからだの変化 や

特徴を知り、子供 たちと上手につきあっていく 受

た め の 思 春期 教室です。 付

場所 五所川原保健 所会議室 市
対象 小学生 ・中学生をもっ親又は学習したい人 畏
受講料 :無料 申し込み締め切り :11月25日休) 宍

五所川 原保健所健康朗進課成田 内
b日程と肉容 線

開催日 ρ戸 守司 内 世~・ j梓 自li

(1 jllj目) 1思春期をとりまく 五所川}Jj(保健所

11月29日(月) 最近の子供たち 世JlIぷWl進課長

1311寺
一保健所の思春期相談からー 中平セイ

~1 51時30分
2思春期のタj子のからだと 楠:lili'.尿器科クリニック

性を知る 院長補美燥大一

(2回目) l思春WIのからだの 五所川以保健所
12月2日(木) 変化と病気 所長桜庭!ぷ渉;

1311'f 2家庭での性教育のあり方 世~I.主アドバイザー
~15時30分 十11潟ふさゑ

(3 rE'1日) l.}，ど、イトWIの食事と栄長 11所川JJi(保健所
12月8日(制 '*炎上 ['Ii府 税

131時 2.}.J!..{ド!OIの-{-iJI，たちの 111-森市教育委u
~15時30分 悩みを):11る 1&111栄イ

-'-
/¥ 

、..__/

平成5句11)115十I 10 



のびのび赤ちゃん・満 1 歳 

熊谷雄也ちゃん（ーッ谷） 

母・たか子さAノ ー年生の上の子が女の子一

のせいかよく面倒をみてくオIます。元気に育っ

てくれれば何より、 と思っています。 

平成5年度青森県医師会 

訟 県民公開講鷹 
＞とき 平成5年11月20日（土） 午後 1時30分

ンところ 五所川原市中央泣§民館 

ン講演内容 「青森県の寿命はなぜ短いか」 

五所川原保健所所長 桜庭 J黄次 

「虚 ui［性心疾‘患」 

旭生会兼平内科小児科医院 院長 兼平 

「糖尿病のはなし」 	 一 

佑生会佐藤内科小児科医院 院長 佐藤 賓 ▼ 

「高血圧と動脈硬化」 

弘前大学医学部第二内科 助教授 金沢 武道 

日頃疑問に思っている事等について、専門の 

お医者さんがお答えします。 

D問い合わせ 五所川原市役所（内線272) 
北五医朗i会 客3 5-0059 

ーいつしよに子育ての話しつこしませんか！- 
第18回 学習と親睦のつどい 

日時 n月28日（日） 午前9時～午後1時30分
場所 中央公民館 3階 和室 

テーマ 「あなたには見えますか心のサイン・・‘」 
すこやかな子供を育てるための親のあり方― 

講師 井筒良一先生（平賀町社会教育指導員） 
参加費 1,200円（会員 1,000円） 
申し込み締め切り 11月25日（木） 
（お近くの児童館又はかいどう児童館〈35-2677)) 

⑥お子さんのための保育室あります。 

巌 

~ cーー 

r 
」霜
 

畦
月
 

、  市役所 公35-ユ111 	J 

献血 

期 	日 時 	間 場 	所 

11月25日 

（木） 

午前10時から

正 午 まで 

栄 	β1丁 

県合同庁舎前 

午後 1日寺カ、ら

午後 4 時まて二 

NTT 
五所川原支店前 

12月の保イ ~建センタ11 旧談日 
種 男リ 開 設 日 内 	容 

母
と
子
の
相
談
日
 

第1、第 3（金） 
12月 3 日、 17日 
10時～12時 
13時～15時 
（第3 の午後は
予糸勺相談です） 

乳児・幼児の発
達相言炎、育児の
相談、お母さん
の悩みごと相談
など 

成
人
の
相
談
日
 

第 2 、第4（金） 
12月10日、24日 
10時～12時 
13時～15時 
（第4 の午後は
予約相談です） 

血圧の相談、食 
事の相談、心身
でごJし配なこと
など 

予糸く井目言炎は随時、電話で受けf寸けます。 

〈問い合わせ・連絡先〉 保健環境課 内線268 

うす味料理講習会 

～青い魚を食べましょう～ 

対象地区 開催月日 開催場所 締め切り 

石
平
 
田
町
 
坂
 
戸
 
沢
 

 
11月29日（月） 石田坂公民館 11月22日（月） 

～食べることを楽しもう～ 

対象地区 開催月日 開催場所 締め切り 

原子、羽野木沢
持子沢、俵元 

12月 2 日（村 コミュニテイ
センター七和 

11月25日困 

飯 	詰 12月 3 日（劃 コミュニテイ
センター飯詰 

11月26日（劃 

＞時間 午前9時30分～午後1時 レ料金 無料です

レ持参する物 みそ汁（コップに半分位の量を 

ノトビンに入れて）、漬物の塩分測定を実施して 

おりますので希望者は持参ください。 

エプロン、筆記用具、 ごはん 

＞申し込み先 土也区の保健協力員へ（参加申し

込み用紙があります。） 

11 平成 5年11月15日 

	、 しも っき

市役所宮35-2官官官

|献血l
WJ 仁l fl.'J' I/¥J 令ι多b} 月ff

LIC1iiilOll与カミら 労主 IUf 

llJ-J 25仁l :LE よ1二 まで 県合同庁舎前

(オミ) !r-fit 1 11.'f-カミら NTT  

午後 411"Jーまで 1，:所川以支出向ij

112月の保健センター相談日 |
干重 匁IJ 問二l 設 口 0-J 事

-FJ: 節 1、第 3(金) 乎し児 ・急J)l}euつ苦を
と 12月 3fl、 17fl 達キfl談、育児の
子 10時~121"'f- 相 談、お舟さん。コ
十談11 

13時~15時 の悩みごと十11談
(第 3の午後は など

H 予約相談です)

)Jj之 第 2、第 4(金) 血 圧の相談、食

人 12月 10日、 24仁i ]");:の相 談、心身

。コ 10時~12ß.'J' でご心配なこと

十談11 13時~15時 など
(第 4の午後は

11 予約キH談です)

予約キ11談は随時、電話で受け付 けます。

〈問い合わせ・連絡先〉 保健環境梨内線268

うす味料理講習会

小ビンに入れて)、出物の甑分測 定を実施して

おりますので希望者は持参ください。

エプロン、筆記用具、 ごはん

じ>申し込み先 地 区の保健協力品へ(参加 FI-'し

込み用紙があります。)

11 'V'1&5il・11111511

のびのび赤ちゃん・満1歳

熊谷雄也ちゃん (ーッ谷)

母・たか子さん 一 年生の上の子が女のチ

のせし、かよく 而倒をみて くれます。元気に育っ

てくれれば何より、と思っていま す。

平成5年度青森県医師会一一一「

舎 県民公開講唇 l

b とき 斗勺;)(:5 {1'-ll)J 20μ( 1:) !Iイ灸 1日午30壬〉

じ〉 ところ す':IJf)IIIJj( rI j '1'火ιミ[(;6r:

c>講演内容 「 Jf綴!}I~の/.f命はなぜ短いか」

h:Fi)f)I IIJj(保健所所長 桜l嵯瓜次

rlJ宣Hll性心 疾忠」

旭ノ|二会派平内科小児科医院 院長 兼平 工工

「事ji尿がjのはなし」

f，(i生会jJaf皇内科小児科医院院長 ftr:Jf泰 L一'j

「日 IIlt!I:とilJ，Jj)派級!化」

弘前大学['k.''[:部第一二内科助教授 金沢 武辺

IJ頃挺II¥Jに忠っている中等につ い て 、lHl'EJの

お医者さんがお特えします。

b問 い 合 わ せ Ti.所川原市役所(内線 27 2) 

北ヨ王医師会 宮 35 -0 0 5 9 

いっしょに子育ての話しっこしませんかf
節目川 学刊と~lll主のつどい

日時 11月28日(日) 午 前9時~午 後1時30分

場所中央公民飢 31府和室

テーマ 「あなたには比えますか心のサイン l 

ーすこやかな子供をf了てるための親のあり )j--

講 師 )1・t;7iL* -先1二十|主i'~lIlr 社会教ずf指導只)

参加費 1，2001'1 (会μ 1，0001'1)
申 し込み締め切り 11川2511(木)

(お近 くの児玉'tfinxはかいどう川蛍館(35-2677))

。おイーさんのための保育京あります。
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平成5年産の水稲は、冷害などにより大幅な

減収となり、稲作農家のみなさまには謹んでお

見舞申しあげます。平成5年産水稲被害につい

て、被害を受けた納税義務者が作予士けしている

全ての農作物に、 3割を超える（農業共済金控

除後）被害があった場合×前年の所得金額が、600 

万円以下であり、農業所得」2よ外の所得が240万円

以下であることの所得要イ牛を満たしている場合、 

災害を受けた日以後の納期に係る、平成5年度

課税分の市民税、国民健康保険税が、対象合計

所得金額の階層に応じた割合により、減免対象

となります。市では、被害の調査、市税減免申 

~請書の受イ寸けを各地区ごとに行いますので、必、 

’ 要書類などご持参のうえ、右記の相談会場まで

おいでください。なお、被災により一時に納イ寸

することカいできない場合、地方税法の規定によ

り徴収猶予の制度もありますので、」』z糾昭果で個

別にご相談ください。 

ン受付時間 午前9時20分から午後3日寺 

＞持参するもの 

〇印鑑 

〇水稲関連の書類 

・販売したもの 	 農協等の出荷証明書 

・その他 	 贈答・保有分の数量 

第45回人権週間 
12月4 日ノ、42月10日 

毎日の生活の中で、何かお困りの時はいつて三

も人権擁護委員、または、青森地方法務局五所

一川原支局にこ沫目談ください。木目談は無料で、秘 

’ 密は厳‘守します。 

当市の人権擁護委員は次の方々です。  

氏 	名 住 	所 郵便番号 電 話 

尾崎 正雄 五所川原市 
字田町187の18 037 34-2624 

対馬 郁夫 
五所川原市 
松島町7丁目20 037 34-3121 

高橋 武― 
五所川原市 
大字藻川字千年356 037 36-2794 

船水 信ー 
五所川 I原市 
大字飯 i詰字福泉85の3 037 36-2127 

山谷 	清 五所川原市元町152の1 037 35-3035 

原 	芳江 五所川原市 
松島町7丁目54 037 35-8590 

阿部 育也 
五所川原市 
大字羽野木沢字実吉16 037-06 29-2006 

大村 光子 五所川原市字旭町2 037 35-6363 

山口千代― 五所川原市大字 
毘沙門字中熊石211の1 037 36-3938 

●相談会日程 

地 区 月日・曜日 相 	談 	会 	場 

三 好 12月1日困 コミュニテイセンター三好 

中 川 2日困 コミュニテイセンター中川 

飯 詰 3日囲 コミュニテイセンター飯詰 

七 和 6日（月） コミュニテイセンター七和 

梅 沢 7日（刈 梅沢コミュニテイセンター 

松 島 8日（水） コミュニテイセンター松島 

栄 9日因 コミニュ．ニテイセンター栄 

毘沙門 10日囲 毘沙門・ 
長富コミュニテイセンター 

長 橋 13日（月） コミュニテイセンター長橋 

上記以外 14日（刈 市 民 文 化 会 館 2 階 

〇りんご関連の書類 

・販売精算の終了したもの 	 仕切書等 

・委託販売で精算未了のもの・I・農協等の出荷証明書 

・その他 	在庫・贈答品および家事消費分の数量 

＞問い合わせ 財政部税務課市民税係 

（内線212) 

特設人権相談所の開設 
「 と き 平成5年12月 9 11（木） 

午前10時～午後 3 H- 

Dところ 市内大町」「丸友デパート」 

6階催事場 

レ相談担当者 人権擁護委員、法務局職員 

平成5年度調停相談会 
民事及び家事の紛争など悩んでいませんか。 

開催日時 11月20日（土）午前10日寺から午後 3時 合 

讐鷺市姦篇支ビソレ内雪0173-35-2882, 
相談内容 （1）民事…金銭問題、土地建物、交通 ＝ 

事故、公害、そのI也 家事…夫婦関係、婚姻 ―

外の男女問題、親子関係、相続関係、その他 三 

(2）以上の問題を解決するための調停手続き ハ

相談担当者 青森地方・家庭裁判所五所川原支

部に所属する、民事及び家事調停委員 

木目談費用 「無 米斗」 

問い合わせ 青森州l方裁判所五所川原支部 

（市内元町 ”0173-34-2927) 

平成5年11月15日 12 

農協等の出荷証明書

贈答・保有分の数量 
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-相説会日程

地区 月日・曜日 キH 談 士dZ』三 場

三 好 12月1日制 コミュニティセンター三好

中川 2日(刻 コミュニティセンター中川

飯 詰 3日(創 コミュニティセンター飯詰

七和 6日(月)コミュニティセンター七和

梅 沢 7日(火)梅沢コミュニテ ィセンター

松 島 8日(刻 コミュニティセンター松島

栄 9日(刻 コミュニティセンタ一栄

毘沙門 10日(剣 毘長沙富門コ・ミュニティセンター

長 橋 13日(月)コミュニティセ ンター長橋

上記以外 14日(火j市民文化 会館 2 階

0 りんご関連の拝類

・販売精算の終了したもの・一一.....ーーー仕切苦:等

・委託販売で精算未了のもの 農協等の出荷証明書

・その他一一在庫 ・贈答品および家事消費分の数量

b問い合わせ 財政部税務課市民税係

(内長泉 2 1 2) 

平成5年産の水稲は、冷害などにより大幅な

減収となり、稲作農家のみなさまには謹んで、お

見舞申しあげます。平成 5年産水稲被害につい

て、被害を受けた納税義務者が作付けしている

全ての農作物に、 3筈IJを超える(農業共済金控

除後)被害があった場合、前年の所得金額が、600

万円以下であり、農業所得以外の所得が240万円

以下であることの所得要件を満たしている場合、

災害を受けた日以後の納期に係る、平成5年度

課税分の市民税、国民健康保険税が、対象合計

所得金額の階層に応じた割合により 、減免対象

となります。市では、被害の調査、市税減免申

請書の受付けを各地区ごとに行いますので、必

要書類などご持参のうえ、右記の相談会場まで

おいでください。なお、被災により一時に納付

することができない場合、 地方税法の規定によ

り徴収猶予の制度もありますので、収納課で個

思リにごキ日吉炎く fごさい。

じ〉受付時間 午前 9時 20分から午後 3時

じ〉持参するもの

0印鑑

O水稲関連の書類

・販売したもの一 …一 農協等の出荷証明書

・その他一 ー…・・ ....・・・0・0・・贈答 ・保有分の数量

特設人権相談所の開設
仁〉とき 平成5年 12月 9円(木)

午前10時~午後 3時

市 内 大 町 「 丸 友 デパー トJ

6階 催 事 場

b相談担当者 人権擁護委員、法務局職員

じ〉 ところ

第45回人権週間
12月4日'"12月10日

毎日の生活の中で、何かお困りの時はいつで

も人権擁護委員、または、青森地方法務局五所

川原支局にご相談ください。キ11談は無料で、秘

密は厳守します。

当市の人権擁護委員は次の方々です。

平成5年度調停相談会
民事及び家事の紛争など悩んでいませんか。

開催日時 11月20日(土)午前10時 から午後 3時 宮

開催場所 「五松苑」

五所川原市本山鶴又ピノレ内 宮 0173-35-2882~ 
相談内容 (1)民事 金銭問題、土 地 建 物 、 交 通 =

事故、公害、その他 家 事 ー 夫 婦 関 係、 婚 姻 一

外の男女問題、親子関係、相続関係、その他 ニ

(2)以上の問題を解決するための調停手続き ハ

相談担当者 青森地方 ・家庭裁判所五所川 原支

部に所属する、民事及び家事調停委員

相談費用 「無料」

問い合わせ 青森地方裁判所五所川原支部

(市内元町 宮 0173-34-2927)

氏 名 住 所 郵便番号 電話

尾崎正雄 五所川原7市の 037 34-2624 宇田町1870)18

対馬 郁夫 松五所島川町原7市丁目20 037 34-3121 

高橋 武一 五大所字川詰長原川市字千年356 037 36-2794 

船水 信一 五大所字川飯原詰字市福泉85の3 037 36-2127 

山谷 ;青 五所川原市元田n52の1 037 35-3035 

原 芳江 五所島川田T原市 037 35四 8590
本公 7寸目54

阿部 育也 五大所字川羽原野木市沢字実古16 037-06 29-2006 

大村 光子 五所川原市宇旭町 2 037 35-6363 

山口千代ー 五毘所沙川門原字市中熊大石手i211の1 037 36-3938 

12 平成 5年11月1511
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